
　５月 26 日、身延小学校において、
人権の花贈呈式が行われました。
　カウントダウンと共に、メッセージ
カードと花の種が結ばれた１４０個の
風船が、一斉に青空に舞い上がると、
大きな歓声があがりました。
　だんだん小さくなっていく風船たち
を、子どもたちは手を振りながら、い
つまでもいつまでも見送っていました。

　

人
権
の
花
贈
呈
式　

〜
届
け
み
ん
な
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

平成２１年６月１日現在
（　）内前月比

15,590人
（▲34）

7,465人
（▲16）

8,125人
（▲18）

6,231世帯
（▲11）

●後期高齢者医療制度についてのお知らせ
●定額給付金の申請はお済みですか？
●身延山五重塔落慶



町民
課か
ら
後期高齢者医療制度について　

　７月に平成 21年度の後期高齢者医療保険料が決定します。これは平成 20年中の年金や給与または、農業・不
動産といった収入に基づいて算定されます。
　また、平成 21年４月から翌年３月までの１年間分の保険料を、特別徴収（年金からの天引き）や普通徴収（納
付書による現金納付や口座振替）の、それぞれの納付方法に応じた納期回数で各期納めていただきます。

　現在お使いいただいている後期高齢者医療制度の保険証が、８月１日から
新しくなります。
　被保険者の方には７月下旬に簡易書留にて郵送いたしますので、お手元に
届きましたらお名前等を確認していただき、８月から診療機関に受診の際に
ご提示ください。
　また、有効期限は平成 22年７月 31日となっておりますが、平成 20年度
の後期高齢者医療保険料が未納の方については、有効期限が短くなる場合が
ありますので、ご了承ください。

【問い合わせ先】町民課　国保高齢者医療担当　☎ 0556-42-4804

平 成 2 1 年 度 の 保 険 料 が 決 定 し ま す ！

保 険 証 の 切 替 時 期 で す ！保 険 証 の 切 替 時 期 で す ！保 険 証 の 切 替 時 期 で す ！保 険 証 の 切 替 時 期 で す ！保 険 証 の 切 替 時 期 で す ！
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定 額 給 付 金 の 申 請 は お 済 み ですか ？
「申請方法が分からない・・・」
「申請書を紛失してしまった・・・」

申請において不明な点があった場合には、役場から問い合わせをすることがありますが、
　① ATM（現金自動預払機）の操作をお願いすることや、
　②給付のための手数料などの振込を求めること　・・・・・は、絶対にありません。
もし、不審な電話がかかってきた場合は、すぐに役場か警察にご連絡ください。

　

基準日：平成２１年２月１日
給付対象者 給付金を受け取る人 給付額

住民基本台帳に記載されている人 その人の属する世帯の世帯主
１人につき 12,000 円
ただし、基準日に
65歳以上の人と 18歳
以下の人は 20,000 円

外国人登録現票に登録されている人　※注

その人自身
 日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱
した人等の出入国管理に関する特例法に定める
特別永住者
出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を
有して在留する人

※注　出生等により在留資格を有することなく在留することができる人を含み、不法滞在の方、短期滞在の     
在留資格で在留する人を除く

→ 遠慮なく、役場へお問い合わせください！

【申請期限】
平成２１年９月２５日（金）　
　　　　　　　　午後５時
（郵送の場合は当日の消印有効）

・定額給付金申請書（請求書）
・公的身分証明書のコピー
・振込先の通帳のコピー

【申請に必要なもの】

基準日：平成２１年２月１日

　【問い合わせ先】　

政策室　定額給付金担当　
☎ 0556-42-2000（専用番号）
☎ 0556-42-4801（政策室代表）

振り込めサギに注意

　

８
月
１
日
に
、
四
尾
連
山
に
あ
る

テ
レ
ビ
中
継
所
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
川
大
門
中
継
局
の
放
送
エ
リ
ア

と
放
送
局
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
受
信
機
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
）
で
受
信
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ご
契
約
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

放送局名 ﾘﾓｺﾝ番号 周波数

ＮＨＫ総合 １ 40ch

ＮＨＫ教育 ２ 42ch

山梨放送 ４ 51ch

テレビ山梨 ６ 48ch

Ｖ
事
業
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

　

☎
０
５
５
（
２
２
２
）
１
３
８
０

　

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kofu/

●
山
梨
放
送
（
Ｙ
Ｂ
Ｓ
）

　

☎
０
５
５
（
２
３
１
）
３
２
２
６

　

http://w
w
w
.ybs.ne.jp/    

●
テ
レ
ビ
山
梨
（
Ｕ
Ｔ
Ｙ
）

　

☎
０
５
５
（
２
３
２
）
１
１
５
０

　

http://w
w
w
.uty.co.jp/

山
梨
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

地上デジタル放送　市川大門中継局が放送開始

市川大門中継局

※エリア内であっても、地形やビル陰等に

　より電波が遮られる場合などは視聴でき

　ないことがあります。
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                 【平成 20 年度決算報告】
■収入の部　　　　　　　　　　　　　    （単位：円）
科　　目 決　算　額 摘　　　　要
繰 越 金 470,109 前年度繰越金
会 費 1,442,400 300 円× 4,808 戸
補 助 金 3,039,000 町・県から
雑 収 入 28,760 貯金利子

計 4,980,269

■支出の部
科　　目 決　算　額 摘　　　　要
報 償 費 97,000 体育功労、特別表彰ほか
総 務 費 102,609 消耗品、郵送料ほか
活 動 費 2,865,000 支部、専門部、スポ少活動費
負担金補助
及び交付金 1,558,850 負担金補助、助成金

交 際 費 105,000 役員旅費
計 4,728,459

■収支差引
翌年度繰越 251,810 平成 21年度繰越

         【平成 21・22 年度役員】
                                                      　    （敬称略）
役　職 氏　名 地　区 備　考
名誉会長 望月　仁司 八日市場身延町長
顧 問 今村　朝臣 常 葉元会長
会 長 藤田　米次 波 木 井
副 会 長 松浦　　隆 古 関

上田　孝二 三 沢
佐野　久司 小田船原
山田　　稔 下 山
河西　　勝 福 原中富支部長
神宮寺建夫 大 塩

監 事 望月　司郎 梅 平
佐野　治仁 八 木 沢町会計課長

理 事 小林　三元 市 之 瀬下部支部長
野島　俊博 帯 金身延支部長
佐野　和雄 体育指導委員会会長
佐野　正幸 体育指導委員会副会長
川崎　美香 体育指導委員会副会長
 各専門部長

　4月 27日、中富総合会館において、身延町体育協会の定期総会が開催され、次の決算及び役員が承認され
ました。
　また、平成 20年度に社会体育の振興及び発展に貢献した個人・団体の表彰及び記念品の贈呈が行われました。
　今後とも、町民の健康づくりを支援するとともに、「町民いちスポーツ事業」の推進に協力していきますので、
よろしくお願いします。

身延町体育協会　決算報告・役員の紹介

◎体育功労者表彰
氏　名 所　属
松田　元広 身延支部
小松　洋子 下部支部

◎特別表彰（個人）
氏　名 所　属
望月　英雄 陸上競技
笠井　元美 剣道部
望月　大己 アームレスリング競技
花塚　健次 陸上競技
澤村　弓子 弓道部
赤池　泰子 グラウンドゴルフ部
遠藤　拓真 山岳競技
上田　麻里 なぎなた競技

◎特別表彰（団体）
ソフトボール部（実年）
グラウンドゴルフ部（男子）
グラウンドゴルフ部（女子）
バドミントン部（女子）

◎特別表彰（奨励賞・個人）
氏　名 所　属 氏　名 所　属
切金　　南

なぎなたスポーツ少年団
小林　大地

身延中学校志藤すず穂 小笠原彩乃
伊藤　夏海 松村　　嵩
遠藤　　咲 南松院空手道

スポーツ少年団
保坂　朋香

小野　美音 藤本　悠人

身延高等学校志藤　綾香 甲府昭和高等学校 佐野みな美
石部　清佳 蔵野　優輝
高橋　大地 山梨大学 蔵野　知子
吉野　真未 日本女子体育大学

◎特別表彰（奨励賞・団体）
西嶋リリーズスポーツ少年団
身延高校男子ソフトボール部
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       委員名簿（地区別・順不同・敬称略）
地　区 氏　名 住　所 備　考

下　
　

部

石部　元章 下　　 部

小林　康良 杉　　 山

小林　利典 道

日向　重征 車　　 田 副 会 長

保坂　勝美 三　　 澤

切金　修司 常　　 葉

磯野　澄也 岩　　 欠

太田　照美 常　　 葉

赤池　孝教 古　　 関

道村　芳久 常　　 葉 会 長

中　
　

富

笠井　　章 西　　 嶋

深沢柳太郎 手  打  沢

樋川　貞夫 八 日 市 場

依田　正敏 大　　 塩 会 長

川﨑　晴義 遅　　 沢

深沢　敏夫 手 打 沢

望月　一二 飯 富

深沢　京子 切 石 副 会 長

深澤きよ子 西 嶋

松本眞佐子 飯 富

身　
　

延

加藤　基道 角 打

田中　 久 身 延

松田　正材 小 田 船 原

若尾　雅彦 清 子

深澤　　徹 大 野 会 長

網野　重光 下 山

河住　　功 身 延

鴨狩ルリコ 梅 平 副 会 長

笠井　京子 小 田 船 原

雨宮　 夫 和 田

   委員名簿（順不同・敬称略）
氏　名 住　所 備　考

加藤　基道 角 打

佐野　　馨 大 崩

松田　正材 小田船原

樋川　貞夫 八日市場

佐野　公臣 大 塩

依田　　一 西 嶋

雨宮　廣一 下 山 副 会 長

草間　克六 下 部 会 長

旭　　洋一 下 部

深澤　　忍 三 澤

　

５
月
28
日
、
地
域
審
議
会
委
員
の
委
嘱

式
が
行
わ
れ
、
委
員
30
名
に
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
21
・
22
年
度
の
２

年
間
で
す
。

　

式
で
は
、
町
長
の
代
理
と
し
て
出
席
し

た
佐
野
治
仁
会
計
管
理
者
か
ら
「
こ
れ
ま

で
、
新
町
建
設
計
画
の
も
と
に
、
皆
様
の

お
力
を
借
り
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
意
見
は
非
常
に
貴
重
で
あ
り
ま

す
。
役
場
職
員
の
耳
に
入
っ
て
こ
な
い
住

民
の
細
か
い
意
見
や
色
々
な
提
言
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
ら
を
建
設
計
画
に
沿
っ
た
形

で
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

身
延
町
も
、
も
う
す
ぐ
合
併
５
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
の
方
々
か
ら

多
く
の
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
提
言
や
、

町
へ
の
厳
し
い
ご
意
見
を
も
と
に
、
今
ま
で

以
上
に
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

地域審議会委員 を委嘱

　

6
月
３
日
、
土
地
利
用
審
議
会
委
員

の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
望
月
町
長
か
ら

10
名
の
方
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
21
・
22
年
度
の

２
年
間
で
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
町
の
重
要
課
題
で

あ
る
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の

検
討
及
び
調
整
等
を
行
い
、
町
の
発
展

を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。

土地利用審議会委員 を委嘱

【問い合わせ先】　政策室 企画政策担当　☎ 0556-42-4801

【問い合わせ先】　政策室 企画政策担当　☎ 0556-42-4801
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まちのわだい　　TOPICS

TOPICS
まちのわだい　

5
月
5
日
、
沢
奥
ま
つ
り　

西
嶋

神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
い
、
西
嶋
小
学
校
体
育
館
に
会
場

を
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

場
内
に
は
、
年
に
一
度
の
奉
納
を
見

よ
う
と
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

少
年
神
楽
団
に
よ
る
神
楽
囃
子
の

太
鼓
で
奉
納
が
始
ま
り
、
続
い
て
披

露
さ
れ
た
「
御
反
閉
」
の
、
猿
田
彦

命
（
天
狗
）
の
舞
で
は
、
そ
の
力
強

く
大
地
を
踏
み
鎮
め
る
所
作
に
、
見

物
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
事
記
神
話
を
題
材
と
し

た
「
天
の
岩
戸
の
儀
」「
白
狐
玉
取

の
儀
」、
か
わ
い
ら
し
い
稚
児
に
よ

る
「
扇
の
舞
」「
太
刀
の
舞
」
な
ど

も
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
、
え
び
す
様
と
ひ
ょ
う
き

ん
な
従
者
に
よ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
舞

「
御
大
漁
の
儀
」
で
は
、
見
物
客
が

ス
テ
ー
ジ
前
に
詰
め
か
け
、
一
つ
で

も
多
く
の
餅
を
拾
お
う
と
一
生
懸
命

手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

　

5
月
3
日
〜
5
日
、
道
の
駅
・
富

士
川
ふ
る
さ
と
工
芸
館
（
富
士
川
ク

ラ
フ
ト
パ
ー
ク
）
に
お
い
て
、「
親

子
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
替
わ
り

で
山
梨
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

や
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

3
日
間
を
通
し
て
割
引
創
作
体
験

や
恒
例
と
な
っ
た
親
子
長
靴
飛
ば
し

競
技
、
砂
金
採
り
大
会
、
ポ
ン
菓
子

販
売
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ト

カ
ー
・
白
バ
イ
、
救
急
車
見
学
会
で

は
、
普
段
な
か
な
か
触
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
緊
急
車
両
に
、
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
（
５
日
）
は
、
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
３
日
間
の
イ

ベ
ン
ト
を
、
め
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

身
延
山
ウ
ォ
ー
ク

新
緑
の
身
延
山

　

5
月
6
日
、
前
日
か
ら
降
り
続
く

雨
の
中
、
身
延
山
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の

参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

身
延
町
総
合
文
化
会
館
↓
身
延
山

総
門
↓
三
門
↓
御
廟
所
↓
境
内
五
重

塔
前
の
、約
５
．６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、

雨
具
姿
の
一
行
が
巡
り
ま
し
た
。

　

大
型
連
休
最
終
日
、
足
元
の
悪
い

中
を
一
生
懸
命
歩
い
た
分
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
い
つ
ま
で

も
思
い
出
に
残
る
新
緑
の
身
延
山
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

沢さ
お
き奥
の
お
ま
つ
り

西
嶋
神
楽
団
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まちのわだい　　TOPICS

富
士
さ
ん
へ
の
年
賀
状
展

な
か
と
み
和
紙
の
里

　

5
月
14
日
〜
21
日
、
な
か
と
み
和

紙
の
里
で
、「
第
6
回　

富
士
さ
ん

へ
の
謹
賀
新
年
」
入
選
作
品
の
巡
回

展
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
富
士
山
憲
章
の
制
定
10
周

年
を
記
念
し
、
山
梨
県
の
富
士
山
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
富
士
河
口

湖
町
船
津
）
が
富
士
山
の
環
境
保
全

に
向
け
た
関
心
や
意
識
を
高
め
、
富

士
山
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
富
士
山
に
あ

て
た
年
賀
状
を
全
国
か
ら
募
集
し
た

も
の
で
す
。

　

38
都
道
府
県
か
ら
応
募
さ
れ
た

３
０
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
選

作
品
１
７
９
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
統
合
計
画
説
明
会

身
延
・
中
富
地
区

　

４
月
15
日
か
ら
、
身
延
・
中
富
地

区
に
お
い
て
、
小
中
学
校
統
合
計
画

（
前
期
計
画
）
の
説
明
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

計
画
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
の
長
や
、
地

元
住
民
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま
で
に
17
回
（
６
月
５
日

現
在
）
を
数
え
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
の
担
当
か
ら
、
計
画
策
定
に

至
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、
計
画
の

概
要
な
ど
の
説
明
が
さ
れ
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
と

き
に
質
問
の
手
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

町
民
予
算
提
言
書
提
出

第
４
回
み
の
ぶ
夢
大
賞

　

5
月
15
日
、
第
４
回
「
み
の
ぶ
夢

大
賞
」
の
選
考
結
果
が
、
町
民
予
算

検
討
委
員
会
の
竹
下
明
宏
委
員
長
か

ら
、
望
月
町
長
へ
提
言
書
と
し
て
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
町
民
予
算
提
案
事
業　

み

の
ぶ
夢
大
賞
」
は
、
夢
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
提
案
を
募
集
し
、
町
民
税
の
１
％

に
相
当
す
る
額
の
予
算
で
、
町
民
と

行
政
が
協
力
し
て
夢
を
実
現
す
る
制

度
で
す
。

　

過
去
３
回
の
募
集
で
は
、
66
件
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
４
つ
の

事
業
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

熱
い
思
い
の
詰
ま
っ
た
夢
（
提
案
）

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
検
討
委
員
会
の
選
考
結

果
を
も
と
に
、
そ
の
夢
の
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
【
こ
れ
ま
で
に
実
現
し
た
事
業
】

　

・
み
ん
な
で
身
延
町
を
知
ろ
う

　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
小
さ
な
旅
」

　

・
宇
津
木
妙
子
さ
ん
の

　
　
　
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」

　

・「
は
ば
た
け
！
身
延
の
子
ら
」

　

・「
菜
の
花
油
田
み
の
ぶ
」

５月 19 日　総合文化会館

５月 13 日　下山小学校 体育館

※
（
小
中
学
校
統
合
計
画
（
前
期
計

画
）
の
詳
細
は
、
広
報
み
の
ぶ
５
月

号
の
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
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し
も
べ
お
ん
せ
ん
ま
つ
り

松
葉
杖
供
養
祭

　

５
月
16
日
・
17
日
、
下
部
温
泉
郷

に
お
い
て
、
し
も
べ
お
ん
せ
ん
ま
つ

り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
小
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
地
元
湯
町
育
成
会
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
お
囃
子
や
、
古
関
観
音

太
鼓
、
日
本
航
空
高
校
太
鼓
隊
の

力
強
い
演
奏
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

「
風
林
火
山
」
チ
ー
ム
の
見
事
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、
訪
れ
た
観
光
客
は
め

い
っ
ぱ
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
梅
平
万
燈
講
の
皆
さ
ん
も

纏ま
と
いを
た
く
み
に
操
り
な
が
ら
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　

　

供
養
祭
で
は
、
奉
納
さ
れ
た
松
葉

お

茶

つ

み

体

験

富
士
川
農
林
学
校
・
み
の
ぶ
分
校

　

５
月
24
日
、
古
関
丸
畑
の
お
茶
畑

に
お
い
て
、
茶
つ
み
体
験
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
富
士
川
農
林

学
校
・
み
の
ぶ
分
校
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
環
と
し
て
、
下
部
特
産
物
食

品
加
工
組
合
の
主
催
に
よ
り
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
と
き
お
り
小
雨
が
舞

う
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ
が
集
ま

り
、
茶
つ
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
茶
畑
で
、

童
謡
「
茶
つ
み
」
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
流
れ
る
中
、
参
加
者
た
ち
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
れ
た
葉
は
、
そ
の
日
の
う
ち

に
市
之
瀬
の
工
場
で
製
茶
に
加
工
さ

れ
、
参
加
者
の
元
へ
発
送
さ
れ
ま
し

た
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会

身
延
の
夏
を
冷
や
せ
！　

　

５
月
23
日
、
原
保
育
所
に
お
い
て
、

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
は
、
ア
サ

ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
の
よ
う
な
ツ
ル
性
の

植
物
で
作
る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
の
こ

と
で
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
和
ら
げ

る
だ
け
で
な
く
野
菜
な
ど
を
収
穫
で

き
る
楽
し
み
も
あ
り
、
全
国
的
に
普

及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
山
梨
県
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
の
城
野
仁
志
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
の
紹

介
や
、
具
体
的
な
植
物
の
植
え
方
、

水
の
や
り
方
な
ど
を
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
苗
木
を
植
え
る
実
演
も
行

わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
、
説
明
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

杖
に
火
が
か
け
ら
れ
る
と
、
闇
に
燃

え
上
が
る
炎
越
し
に
、
幻
想
的
な
神

楽
の
舞
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

数
十
発
の
打
上
花
火
も
夜
空
を
色

と
り
ど
り
に
染
め
、
初
日
の
最
後
を

飾
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
熊
野
神
社
に
お
い
て
、

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
大
々
神

楽
」
の
奉
納
が
行
わ
れ
、
天
ノ
岩
戸
、

大お
ろ
ち蛇
退
治
や
、
大お
お
う
な
ば
ら
ひ
る
こ

海
原
蛭
子
な
ど
の

舞
に
、
見
守
る
観
客
た
ち
は
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
降
り
に
な
っ
た
雨
を
も

の
と
も
せ
ず
、
お
神
輿
が
元
気
に
温

泉
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。　
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人

権

の

花

贈

呈

式

身
延
小
学
校

　

５
月
26
日
、
人
権
の
花
贈
呈
式
が

身
延
小
学
校
で
行
わ
れ
、
峡
南
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
か
ら
、
同
小
学
校

児
童
会
へ
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花
の
苗

１
０
０
本
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
井
義
彦
同
協
議
会
会
長
か
ら

は
、「
こ
れ
ら
の
花
の
苗
は
、
形
も

色
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
、
尊
い
生
命
を

も
っ
た
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
た
ち

で
す
。
皆
で
仲
良
く
一
生
懸
命
世
話

を
す
る
こ
と
で
、
き
れ
い
な
花
を
咲

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
植
物
図
鑑

に
は
載
っ
て
い
な
い
『
人
権
の
花
』

で
す
。
学
校
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
な

人
権
の
花
を
育
て
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
に
山

梨
県
庁
職
員
と
な
り
、

出
納
長
と
し
て
退
職

す
る
ま
で
の
間
、
林

務
部
次
長
、
企
画
管

理
局
次
長
、
企
画
県

民
局
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。
33
年
余
り

の
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
在
職
中
は
財
政
、
企
画
な
ど
内
部
管
理
的
な
職

務
が
多
か
っ
た
の
で
、
叙
勲
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
。
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
上
司
や
同
僚
、
家
族
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
開
催
さ
れ
た
『
第
１
回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
』
で
準
備
室
の
総
務
企

画
課
長
を
務
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、｢

ど
こ
に
も
先

行
事
例
が
な
い
中
、
わ
ず
か
な
準
備
期
間
で
無
事
に

成
功
を
修
め
た
こ
と
は
印
象
深
い｣

と
。

　

ま
た
、
在
職
が
長
か
っ
た
財
政
課
当
時
を
振
り
返

り
、「
ほ
と
ん
ど
自
宅
に
帰
れ
ず
、
県
庁
に
寝
泊
り
す

る
多
忙
な
生
活
だ
っ
た
が
、
苦
痛
に
感
じ
た
こ
と
は

な
い
。
む
し
ろ
充
実
し
て
い
た
」
と
懐
か
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　

現
在
は
、
身
延
町
の
監
査
委
員
と
し
て
、
そ
の
卓

越
し
た
見
識
と
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

春
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

渡
邉
𠮷
彦 

氏
（
常
葉
）

昭
和
62
年
の
設
立
当
初
は
10
名
ほ
ど
だ
っ
た
部
員
も
、

60
名
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、
最
近
は
下
部
地
区
以

外
か
ら
も
入
部
希
望
者
が
あ
る
。
年
に
数
回
、
県

内
外
へ
観
察
会
に
出
か
け
る
が
、
そ
の
た
び
に
、
新

し
い
出
会
い
、
新
し
い
発
見
、
新
し
い
喜
び
が
あ
る
。

そ
ん
な
楽
し
い
体
験
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た
い
」

と
、
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
自
然
環
境
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
の

時
代
、
自
然
に
興
味
を
持
ち

大
事
に
し
よ
う
と
い
う
心
が

一
人
で
も
多
く
の
人
に
行
き

渡
る
よ
う
に
、
と
い
う
気
持

ち
で
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の

抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
自
然
愛
好
部

「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労
者

　

環
境
大
臣
表
彰　

自
然
ふ
れ
あ
い
部
門

表　　彰
　

自
然
環
境
保
全
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
に

贈
ら
れ
る
「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労
者
環
境

大
臣
表
彰
に
、
身
延
町
文
化
協
会
下
部
支
部
自
然
愛

好
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
県
の
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て
、

観
察
会
や
学
習
会
を
開
く
な
ど
、
人
々
の
自
然
環
境

保
護
へ
の
意
識
を
高
め
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
長
の
磯
野
茂
さ
ん
は
「
難
し
い
こ
と
を
す
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
、
身
近
な
草
花
や
野
鳥
の
名
前

を
知
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
自
然
観
察
会
を
始
め
た
。
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　町では平成１７年度から身延処理区の下水道事
業に着手、この度身延浄化センターが完成し、平
成２１年６月２３日から大野地区（一部区域を除
く）の供用を開始しました。
　供用開始された区域の皆様には、下水道受益者
申告書の提出と受益者負担金の納入をお願いする
ことになりますので、ご協力をお願いします。
　また、私達の身近な生活環境を守るため、下水
道への１日も早い接続をお願いします。
　なお、下水道への接続にあたりましては、町で
指定した工事店（身延町下水道排水設備指定工事
店）でなければ施工することができませんのでご
留意ください。（指定工事店一覧表を下水道受益
者申告書の通知と併せて郵送します。）

【問い合わせ先】　環境下水道課　☎ 0556-42-4814

～環境下水道課からのお知らせ～

公共下水道身延処理区（大野地区）の供用が始まりました　

　　国民年金だより 「知っておきたい！国民年金」 NO. ３

国 民 年 金 保 険 料 の 納 付 が 困 難 な と き は、 免 除 の 手 続 を

　前年所得が少ないなど保険料を納めるのが経済

的に困難な方は、申請によって保険料の納付が免

除または猶予される制度があります。

　ただし、申請者本人・配偶者・世帯主の前年所

得による審査があります。

□ 保険料が未納の状態だと・・・

　保険料の免除や猶予を受けず保険料が未納の状

態だと、万一の時、障害基礎年金・遺族基礎年金

が受けられない場合があります。

□ 承認期間は・・・

　免除等の承認期間は、７月から翌年６月までです。

　免除等の承認を受けている方が、引き続き免除

の申請をされる場合は、できる限り７月に申請を

されるようお願いします。

※「学生納付特例制度」の承認期間は４月から翌

年３月まで。

【問い合わせ先】　町民課 町民担当　☎ 0556-42-4804

□ 手続きは・・・

　申請には以下のものをご用意ください。

　○年金手帳

　○印鑑

　○その他

　　・失業等が申請理由の場合‥雇用保険受給資

　　　格者証（写）、雇用保険被保険者離職証（写）

　　　等

　　・学生納付特例制度の場合‥在学証明書また

　　　は学生証のコピー

　　・平成２１年１月２日以降の転入者‥平成　

　　　２１年度課税（所得）証明書（写）

申請は、身延町役場町民課・下部支所・身延支所

で受付けます
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児童館
だより

身延児童館（身延福祉センター内）
　☎ 0556-62-3880（身延学童共通）

開 館 日 　 月曜～金曜日、第 2・第 4土曜・日曜日
開館時間 　 9：00～ 17：00
休 館 日 　 第 1・第 3土曜・日曜日、祝日、年末年始

ようこそ、身延児童館へ！
　梅雨が明けると、いよいよ夏も本番ですね。児童館周辺の木々も枝葉を伸ばし、勢い盛んです。時々野鳥

が暑さをしのぎにやってきます。水遊びも楽しい季節となりますね。児童館でも小さいお子さんを対象にビ

ニールプールを使って、水遊びをします。詳しくは児童館にお尋ねください。 

Ｐ総合文化

会館駐車場
総合文化

会館

図
書
館

身
延
児
童
館

Ｐ
駐
車
場Ｐ駐車場

旧国道 52 号

国道 52 号・身延バイパス至甲府 至静岡

5 月 22 日　6 月のカレンダーを作りました 5 月 18 日　紙皿に写真を貼って、壁飾

りを作りました

問い合わせ先：福祉保健課 健康増進担当　☎ 0556-20-4611保 健 だ よ り

い ひいき
健き 健康 ばろ

３地区で保健推進員会を開催しました！
　４月と５月に下部、身延、中富の各地区において保健推進員会を開催しま

した。保健推進員は、各集落ごとに区長等の推薦により選出され、町長が委

嘱し、下部地区では８２名、身延地区では４１名、中富地区では３２名の方

がいます。

　生活習慣病予防健診における声かけや申し込みの取りまとめをお願いして

いますが、年２回の保健推進員会議では、健診状況や、町の成人保健についても知っていただきながら、

自分自身の健康や生活の振り返りをする機会にもしています。保健推進員は男性が多いため、日頃お勤

めなどで忙しい男性の方と健康についてお話ができる良い機会にもなっています。

　２年前にこの保健推進員会に出席して、自分自身の健康を振り返って腹囲測定したのをきっかけに、

毎日ウォーキングを実行し、食事も気をつけるようになり、体重が１５ｋｇ減少した方がいました。こ

の会議に出席して、健康についての振り返り、話し合い、考え合う中で、まずは自分の健康問題に気づき、

健康な生活を実現しようという意欲が目覚め、高められたのだと思います。日常生活の中での健康問題

を解決するのは、自分自身です。しかし、人が生活習慣を変えるのは、様々な情報よりも、『人との関わ

り』の中での影響力が大きいと考えられます。また、ある地域に同じ健康問題があって、それに対して、

組織的な活動をすると効率的に成果が出ることがあります。まずは自分自身や家族の健康から、そして、

少しずつ身近な方や集落の方にも、健康の輪が広がっていけたらと思います。

５月 18 日　壁飾りの完成です
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生 涯 学 習 だ よ り

音楽のおくりもの
■日　時：７月２６日（日）

　◎わいわいコンサート　
　　　午前１1時～
　◎アフタヌーンコンサート　
　　　午後２時～

■入場料：会員 500円　一般 1,000 円　高校生以下 500円

　※全席自由　（未就学児はひざ上無料）

■問い合わせ先：身延町総合文化会館　☎ 0556-62-2110

ファミリーコンサート身
延
町
総
合
文
化
会
館

チケット発売中

赤ちゃんもご一緒にどうぞ・・・
子どもたちのおしゃべりや退室など、気にしないで

ゆっくりゆったりと音楽を楽しんでください
無料の託児サービスもあります4歳以上

　最近、全国各地で文化財などの放火や盗難が相次いでいます。
　皆さんがお住まいの近くにあるお寺や神社、古民家、仏像や道祖神などの
文化財は、地域で代々守り継がれてきた大切な宝です。地域の宝をみんなで
守るため、お近くの文化財の状況を改めてチェックしてみましょう。
　ご希望の方には、文化財の防火・防犯対策チェックリストを配布しますの
で、下記までご連絡ください。

教育委員会 生涯学習課 文化財担当　☎ 0556-20-3017

文化財の放火・盗難などにご注意ください！！

■会　期：７月２４日（金）～９月２３日（水・祝）午前９時３０分～

■入館料：一般 500円／大・高校生 300円／小・中学生 100円

■主　催：なかとみ現代工芸美術館　　　　■協　力：岩手工芸美術協会

みちのく南部　匠
たくみ

の業
わざ

 展

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館

　南部氏は陸奥を中心に活躍した武家で、その祖先は甲斐源氏に辿りつきます。身延町八日市場の大聖寺へ不
動明王像を寄進した甲斐源氏の加賀美遠光の子に、南部氏の初代当主光行がいます。光行は南部牧（現在の南
部町にあった御牧）を領有していましたが、平安時代末期の合戦に参加したのを契機に、奥州にとどまり後の
南部藩の基礎築いたといわれています。鎌倉時代に日蓮聖人を身延山へ招き、現在の久遠寺の礎を築いた波木
井実長は、光行の子にあたります。実長は波木井南部氏の祖となります。
　この展覧会では、身延町と縁の深い陸奥地域の南部鉄器や秀平塗りを始めとする多彩な工芸作家の作品を展
示致します。雪深い地方では生活と密接に繋がりのある工芸が家内工芸として古くから続いて参りました。峡
南地方も多くの工芸素材に恵まれておりますので、将来の産業工芸へのきっかけになれば幸いと存じます。
　新身延町がスタートして５年目の節目に当たり身延町ゆかりの南部氏に関わる展覧会を開催いたしますので、
身近で親しみやすい展覧会とお取りいただき多数の御来館を願っております。

　　【　特 別 講 演 会　】

■講　演：「南部鉄器の意匠と工夫」　～南部鉄器のルーツ、南部氏ゆかりの地を訪ねて～
■講　師： 岩手大学教授　安部裕之先生
■日　時：７月２６日（日）　午前１０時～
■会　場：身延町西嶋公民館ホール（和紙の里西隣）

【問い合わせ先】なかとみ現代工芸美術館
　　　　　　　　☎ 0556-20-4555
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21.  7.  
1

夏のイベントは事前に申し込みが必要です！

■日　時：７月　４日（土）午後６時 30分～
      ８月１９日（水）午後６時 30分～
　上映作品が決まり次第、ホームページ等でお知らせ
します。

■日　時：８月８日（土）午前９時 00分～
■参加費：大人 500円　中学生まで 300円
■定　員：100 名
■競技部門：ジュニアの部（小・中学生）
　　　　　　男女初心者の部（高校生以上の男女）
　　　　　　ベテランの部（年齢制限なし）

午後 2時から恒例の東西中高交流砂金掘り大会を開
催します。皆様の応援をよろしくお願いします。

■日　時：８月１日（土）～２日（日）
■参加費：3,500 円
■定　員：15名
■日　程：
　１日　開会式 ～ 遺跡見学 ～ 粉

こ な し

成体験 ～
　　　　バーベキュー懇親会
　２日　甲州金作り（灰吹き） ～ 
　　　　黄銅メッキプレート作り

☎ 0556-36-0015　FAX0556-36-0003
HP アドレス　http://town.minobu.lg.jp/local_minobu/kinzan/index.html
Ｅメール　 　yunoking@town.minobu.lg.jp

７月の休館日
1・8・15・22・29日
（毎週水曜日）

第９回こども金山探険隊

第９回砂金掘り大会

親子映画観賞会

実　験　内　容
第１回　冷却パックを作ろう！
■時　間 ：午前 10時 30分～ 11時 30分
■対　象 ：小・中学生
■内　容 ：たたくと、すぐに冷たくなる冷却パックを作っ
　　　　　てみましょう。園芸店や薬局で売っている尿
　　　　　素を使って簡単に作ることができます。尿素
　　　　　は植物が育つための窒素肥料として使われて
　　　　　いる他に、保湿作用を利用して化粧水やハン
　　　　　ドクリームにも使われています。

第２回　水の不思議！？
■時　間 ：午後１時 00分～２時 00分
■対　象 ：小・中学生
■内　容 ：身近な水には、いろいろと不思議な性質があ
　　　　　ります。実験をしながら水はどのようなもの
　　　　　なのかを調べてみましょう。次のような実験
　　　　　を予定しています。
　　　　　・水に浮かべた紙を手を使わずに動かす実験
　　　　　・油汚れが落ちる様子を調べる実験など

第３回　身近なものでおこなう水の電気分解
■時　間 ：午後２時 30分～３時 30分
■対　象 ：小学校高学年・中学生
■内　容 ：水に電気を流して、水の電気分解をします。水
　　　　　の電気分解をして、水が何からできているか
　　　　　を調べてみましょう。身近なものを使った実
　　　　　験ですので誰でもできる簡単な実験です。

■日　時：７月２６日（日）　午前 10時 30分～
■定　員：各回 20名（事前申し込みが必要、重複参加可能）
■対　象：小中学生（就学前のお子様は、保護者同伴）
■参加費：無料（持ち物も特にありません）
■講　師：宮本一弘先生（開成学園教諭　理化学部顧問）

参加者募集

参加者募集

参加者募集

今年の３大夏イベント
　☆自由研究に最適！　小中学校実験教室
　☆こども金山探険隊
　☆砂金掘り大会

金 山 博 物 館　夏 の イ ベ ン ト
実験教室　～化学実験カーがやってくる～ 参加者募集

2010 年 7 月に開催される
「第 42 回国際化学オリンピッ
ク日本大会」の普及活動のプ
レイベントで「化学実験カー」
が、湯之奥金山博物館へやっ
て来ます。

みんなで化学を楽しもう！
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図書館を使った“調べる”
学習賞コンクール入賞作品展示

夏の特別展示

58

【戦争と平和】展
平成２１年７月２５日（土）～

　夏になると、思い出すことの 1つに「戦争」があります。
図書館では、この時期に【戦争と平和】に関する本やビ
デオなどの資料の展示・貸出を行います。
　思い出し、そして忘れてはいけないこととして、この
季節にもう一度「戦争」「平和」について考えてみてく
ださい。

図書館朗読ボランティア “千の風” 朗読会
「きけ　わだつみのこえ」

日　時：平成 21 年 8 月 2日（日）
　　　　　午後 1時 30 分～
場　所：身延町総合文化会館 2階会議室
ゲスト：江宮　隆之氏（作家）
　　　　浅川　保氏

（山梨平和ミュージアム理事長）

　７月の図書館では、夏や夏休みにちなんだ展示を
おこないます。

　この機会にぜひ、図書館をのぞいてください。

図書館を使った“調べる”
学習賞コンクール入賞作品展示

　「図書館を使った “調べる” 学習賞コンクール」は、《NPO
図書館の学校》の主催で毎年開催され、今年で13回目を迎
えます。
　普段の生活の中で「？」と思ったことを図書館の本や情報
を使って “調べる”。その調べたものをまとめて、作品とし
て応募するコンクールです。
　図書館では、そのコンクールで入賞した過去の作品（複製）
を借りて展示します。夏休みの宿題のヒントとして、また普
段の生活で疑問に思ったことの調べ方の参考として、ぜひ見
に来てください。何か新しい発見があるかも！

＝展示期間＝
平成 21 年７月１日（水）～

７月 12 日（日）

書
館
と
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う
と
、
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を
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書
館
の
こ
ん
な
一
面

夏

7 月の休館日

6・13・27日　          
〔毎週月曜日〕

21日（火）　
〔祝日の振替〕

31日（金）
〔館内整理日〕
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す
。

　

他
に
も
旅
行
に
役
立
つ
本
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
楽
し
い
旅
の
参
考
に
！

図で
、
コ
ピ
ー
が
で
き
ま
す
。
料
金
は
１
枚
20
円
で
、
雑
誌

や
新
聞
の
最
新
号
や
持
込
の
資
料
は
コ
ピ
ー
で
き
ま
せ
ん
。

夏の特別展示
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  ・犬は、きちんとつないで飼いましょう。
  ・散歩のときは、引き綱（リード）をつけて、制御できる人が
     行いましょう。

※犬の係留は、同条例により義務づけられています。（特別な場合（警察犬、狩猟犬、身体障害者補助犬等）を除く）
　違反した場合は、１０万円以下の罰金に処せられることがあります。

犬の放し飼いは、「山梨県動物の愛護及び管理に関する条例」によって禁止されています！！

【問い合わせ先】　環境下水道課　環境衛生担当　☎ 0556-42-4814

　犬も動物ですので、もちろんウンチをします。
　散歩などで、飼い主の「まあいいか」という、ちょっとした気持ちの
油断で残された、たった一つのウンチが、近所にお住まいの方々の迷惑
になり、それによる苦情の声が町に寄せられております。
　犬を飼育している方は、散歩の際には忘れず、ビニール袋とシャベル
を持って出掛けるよう心がけましょう。
　ペット犬を家族のようにかわいがっている皆さん。
　家族のウンチを残していけますか？
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おしらせ　　INFORMATION

INFORMATION

おしらせ

　

山
梨
県
警
察
で
は
、
平
成
21
年
度

山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
第
２
回
目

を
実
施
し
ま
す
。

　

採
用
日
程
、
受
験
資
格
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
採
用
】　

平
成
22
年
４
月

【
試
験
職
種
】

○
警
察
官
Ａ

　
（
男
性
10
名
程
度
・
武
道
指
導
２

　

名
程
度
・
女
性
２
名
程
度
）

※
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２
日

山
梨
県
警
察
採
用
試
験　
　

「
第
２
回
目
」
の
お
知
ら
せ

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
、

又
は
平
成
22
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者

○
警
察
官
Ｂ　
（
男
性
30
名
程
度
・

　

女
性
２
名
程
度
）

※
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
の
生

ま
れ
で
、
警
察
官
Ａ
区
分
以
外
者
）

【
受
付
期
間
】　

７
月
22
日
（
水
）
〜

８
月
21
日
（
金
）
ま
で

【
第
１
次
試
験
】　

９
月
20
日
（
日
）

【
申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

南
部
警
察
署
か
各
駐
在
所

　

☎
０
５
５
６
（
６
４
）
３
３
０
１

　

身
延
町
で
は
、
役
場
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一　

試
験
区
分

　

事
務
職
Ⅰ　

事
務
職
Ⅱ

　
（
Ⅰ
・
Ⅱ
の
区
分
の
い
ず
れ
か
か

　

ら
若
干
名
）

ニ　

受
験
資
格

◎
事
務
職
Ⅰ

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
者 

（
大

学
を
卒
業
し
た
者
、
卒
業
見
込
み
の

者
及
び
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る

者
）

◎
事
務
職
Ⅱ

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

4
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
高
校
を
卒
業
し
た
者
、
卒
業
見
込

み
の
者
及
び
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者
）

役

場

職

員

募

集 

三　

試
験
の
日
時
及
び
場
所

◎
第
一
次
試
験　

9
月
20
日
（
日
）

　

山
梨
大
学
甲
府
キ
ャ
ン
パ
ス

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

試
験　

午
前
９
時
か
ら

四　

試
験
の
方
法

　

教
養
試
験　
　
　
　

１
２
０
分

　

事
務
適
性
検
査　
　
　

１
０
分

　

一
般
性
格
診
断
検
査　

３
０
分

五　

試
験
申
込
書
の
受
付

《
持
参
又
は
郵
送
で
申
込
の
場
合
》

　

７
月
21
日
（
火
）
か
ら
８
月
11
日

（
火
）
ま
で
。

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
は
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
場
合
も
受
け
付
け
ま

す
。

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
の
場
合
》

「
や
ま
な
し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」に
て
受
付
。７
月
21
日（
火
）

か
ら
８
月
４
日
（
火
）
ま
で
。

※
24
時
間
受
付
。
た
だ
し
、
８
月
４

日
（
火
）
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
に

正
常
に
受
信
し
た
も
の
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

　
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

　

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

　

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

　

ま
で
の
者

④
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲

　

戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処

　

分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い

　

者
⑤
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立

　

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

　

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

　

体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入

　

し
た
者

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課  

庶
務
担
当

　

☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
０

　
　
　
　
　
　
　

   

〈
内
線
１
１
２
〉
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おしらせ　　INFORMATION

　

お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門

の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
来

校
さ
れ
る
の
が
難
し
い
方
は
、
電
話

や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
て
お
り

ま
す
。

【
日
時
】　

7
月
15
日
（
水
）
〜
18
日

　
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
場
所
】　

県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市

　

大
野
１
０
０
９
）
幼
児
指
導
室

【
対
象
児
】　

０
歳
児
か
ら

【
相
談
内
容
】

　

①
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ

　

と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

　

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

　

不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か

　

わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児　

　

相
談
）　

③
聴
力
測
定　

④
補
聴

　

器
相
談

【
申
し
込
み
方
法
】

　

事
前
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
日

時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
締
切

は
７
月
10
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
）

夏
休
み
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

☎
０
５
５
３
（
２
２
）
１
３
７
８

　

FAX
０
５
５
３
（
２
２
）
６
４
１
９

　

ﾒｰﾙsodan@
rogako.kai.ed.jp

　

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚

○
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

　

守
し
ま
す
。

○
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談
も

　

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た

　

だ
し
、
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い
。

○
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入

　

学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

ろ
う
学
校

　
　

き
こ
え
と
こ
と
ば
の

　
　
　
　

相
談
支
援
セ
ン
タ
�

峡
南
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン

タ

ー

か

ら

お

知

ら

せ 

　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
リ
ハ
ビ

リ
相
談
業
務
、
技
術
支
援
業
務
、
研

修
会
業
務
、
連
絡
会
調
整
業
務
な
ど

を
行
う
こ
と
で
す
。

　

峡
南
地
域
で
は
、
し
も
べ
病
院
内

に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

①　

リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談

　

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
受
け
し
ま
す
。

利
用
時
間　

月
〜
金
（
祝
日
を
除

く
）
午
後
１
時
〜
４
時

　

☎
０
５
５
６
（
３
６
）
１
１
１
１

②　

講
演
会
、
研
修
会

　

峡
南
地
域
６
町
に
お
け
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
機
関
等
の
従
事

者
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

職
員
に
対
し
て
研
修
会
や
講
演
会
を

年
数
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

③　

連
絡
協
議
会

　

峡
南
地
域
６
町
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
関
係
団
体
か
ら
な
る
連

絡
協
議
会
の
設
置
運
営
を
行
い
ま
す
。

峡
南
猟
友
会
か
ら

南
部
地
区
銃
砲
保
安
協
会

　

南
部
地
区
銃
砲
保
安
協
会
に
は
、

「
旧
身
延
町
・
旧
南
部
町
・
旧
富
沢

町
・
旧
中
富
町
・
旧
下
部
町
・
早
川

町
」
の
６
分
会
、
２
７
４
名
の
会
員

で
構
成
す
る
猟
友
会
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
15
日
に
始
ま
っ
た
狩

猟
期
が
３
月
15
日
に
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
猟
を
す
る
者
に

対
す
る
、
地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
協
会
で
は
、
１
年
間
、
山
を
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
各
分
会

で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
旧
身

延
分
会
で
は
３
月
28
日
に
実
施
し
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
空
き
缶
や
空

き
瓶
等
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
自
然
環
境
の
保
全
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
次
の
狩
猟
期
も

マ
ナ
ー
を
厳
守
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

５
月
25
日
、
農
業
協
同
組
合
の
推

薦
に
よ
る
農
業
委
員
の
選
任
辞
令
交

付
式
が
、
町
長
室
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
じ
か
わ
の
理
事
が
交
代
し

た
こ
と
に
よ
り
新
し
く
雨
宮
廣
一
さ

ん
（
下
山
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農

業

委

員

選

任

農
業
協
同
組
合
推
薦
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おしらせ　　INFORMATION

　〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 。 〉　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　入札日　　４月２０日   －

工 事 名 場 所 請負業者 請負金額（円）
夜子沢山腹工工事 夜 子 沢 中富土木㈲ 3,013,500

身延下水道工事 20-17 工区 梅 平 身延工業㈱ 2,929,500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　入札日　　５月１４日   －
委 託 ・ 工 事 名 場 所 請負業者 請負金額（円）

公共下水道身延処理区地質調査業務委託 波 木 井 ㈱山梨地質 2,047,500

町道三ツ沢線防護柵設置工事 八 坂 小林建設㈱ 2,016,000

町道熊沢岩下線防護柵設置工事 熊 沢 ㈱下部建設 2,047,500

町道寺沢・石畑線道路舗装工事 日向南沢 ㈱佐野工務店 5,880,000

町道大須成切石線防護柵設置工事 大 塩 ㈲望月組 2,215,500

伊沼・後山線防護柵設置工事 伊 沼 ㈲戸栗工務店 441,000

町道小田原地内線道路維持工事 宮 木 ㈲富士建設所 1,722,000

町道波木井一里松線道路維持工事 波 木 井 近原土木㈱ 903,000

町道塩之沢椿線防護柵設置工事 塩 之 沢 ㈲松永建設 2,142,000

町道大崩線路側法面対策工事 角 打 ㈱八木沢興業 23,730,000

町道大崩線防護柵設置工事 角 打 ㈱滝川工務所 4,095,000

町道和田平線道路維持工事 和 田 匠建設工業㈱ 661,500

町道八坂線防護柵設置工事 八 坂 小林建設㈱ 750,750
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　入札日　　５月２７日   －

委 託 ・ 工 事 名 場 所 請負業者 請負金額（円）
公共下水道身延処理区地形図作成業務委託１工区 波 木 井 望月測量設計㈱ 5,460,000

公共下水道身延処理区地形図作成業務委託２工区 波 木 井 ㈱リナン 5,544,000

身延中央簡易水道梅平水源井戸試掘ボーリング業務委託 波 木 井 ㈱萩原ボーリング 2,100,000

町道下町・蟹谷線道路維持工事 西 嶋 ㈱ロード 2,394,000

町道除草工事　第１工区（中富） 西 嶋 他 ㈲長澤建材興業 2,310,000

町道除草工事　第２工区（下部） 市之瀬他 出羽建設㈱ 714,000

町道除草工事　第３工区（下部） 古 関 他 湘南興業㈲ 838,950

町道福原小中山線道路維持工事 福 原 ㈲戸栗工務店 1,491,000

相又簡易水道事業変更認可申請書作成業務委託 相又・清子 オリジナル設計㈱山梨営業所 4,462,500

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

第
60
回
山
梨
県
市
町
村
対
抗

軟
式
野
球
大
会

　

2
回
戦

　
　

5
月
13
日
（
水
） 

緑
ヶ
丘
球
場

　
　
　

身
延
町
７

－

１
鰍
沢
町

　

3
回
戦

　
　

5
月
13
日
（
水
） 

緑
ヶ
丘
球
場

　
　
　

身
延
町
０

－

４
南
部
町

　

国
道
52
号
の
身
延
町
相
又
〜
南
部

町
中
野
ま
で
の
１
．３
㎞
の
区
間
は
、

こ
れ
ま
で
連
続
雨
量
２
０
０
㎜
に
達

し
た
と
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危
険

を
想
定
し
、
通
行
を
規
制
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
同
区
間
の
防
災
対
策

工
事
が
完
了
し
た
た
め
、
通
行
規
制

を
解
消
い
た
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

国
土
交
通
省 

関
東
地
方
整
備
局 

　
　

甲
府
河
川
国
道
事
務
所　

　

☎
０
５
５
（
２
５
２
）
５
４
９
１

国
道　

号
「
相
又
区
間
」

の
通
行
規
制
を
解
除

52
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　氏  名　 　（年齢）　  届出人　     （地　区）

　  夫　　　　　    妻　 　　　　   （地　区）

金　    10,000 円　
－－－ふるさと納税制度寄附金－－－

金     300,000 円　 

金       50,000 円　

INFORMATION 　平成21年5月1日～ 31日までの受付（敬称略・順不同）

善 意
▼　身 延 町 へ　▼

▼　社会福祉協議会へ　▼

婚 姻

死 亡ありがとうございます。

末永くお幸せに

ご冥福をお祈りします。

あかちゃん　　　  保護者 　 　    （地　 区）

出 生 すくすくよい子に

広 報 み の ぶ　　　　　　　　　　　　　毎月１回（１日）発行　●編集・発行　〒 409-3392　山梨県南巨摩郡身延町切石 350 番地
　　身延町役場 総務課 広聴広報担当　☎ 0556-42-2111（代表）　FAX0556-42-2127　　URL　http://www.minobu.lg.jp/

南部町のアルカディアスポーツセンターの利用料金が、身延町民にも利用しやすくなりました。

これを機会に、「いちスポーツ」にチャレンジしてみてはいかがでしょうか！

☆利用料金が、平成２１年４月から、町内外均一になりました！☆

　会員証　料金表
種　類 区　分 料　金

個人会員

１　年 20,000 円

半　年 10,000 円

３か月 5,000 円

１か月 2,000 円

ペア会員

１　年 34,000 円

半　年 18,000 円

３か月 9,000 円

　～プール・トレーニング室利用時間～
　午前の部　　９時３０分～１１時４５分
　午後の部　１３時３０分～２１時１５分
　退館時間　２１時３０分

当日券
区　分 料　金

大　人 400 円

子　供 200 円

幼　児 100 円

回数券（11枚綴り）
区　分 料　金

大　人 4,000 円

子　供 2,000 円

※個人会員１か月券は、4月～ 7月限定。
※その他、ファミリー会員、法人会員などもあります。

【問い合わせ先】
　アルカディアスポーツセンター　☎ 0556-64-3113
　生涯学習課　生涯スポーツ担当　☎ 0556-20-3017

※子供は小・中学生、幼児は小学生未満
※小学 2年生以下は、保護者の方同伴
※おむつの取れていない幼児は、ご利用できません。
※プールでは、スイミングキャップを着用。
※スイミングキャップ、ゴーグル、Ｔシャツなども
　販売しております。

　　※ 11月～３月は、21時退館です。
　　　（退館 15分前で利用が終了となります。）
　　※毎週日曜日は 17時退館となります。

◎会員証で、温水プール・トレーニング室が利用できます。

　※トレーニング室の利用には、講習修了証が必要。（高校生以上）

　※講習修了証をお持ちでない方は、随時、講習を受付ます。

◎土日祝祭日に関わらず、毎週月曜日が休館となります。

生 涯 スポーツ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

  ※個人情報保護のため、個人が特定できる
     情報は削除して掲載しました。　
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５
月
13
日
〜
17
日
の
５
日
間
に
わ
た
り
、

昨
年
秋
に
完
成
し
た
身
延
山
久
遠
寺
五
重
塔

の
落
慶
法
要
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
一
連
の
五

重
塔
再
建
事
業
が
全
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

明
治
８
年
の
大
火
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

建
物
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
身
延
山
。
そ
の

後
、
明
治
14
年
に
祖
師
堂
・
真
骨
堂
・
拝
殿
を
、

昭
和
60
年
に
本
堂
を
再
建
し
、
少
し
ず
つ
か

つ
て
の
姿
を
取
り
戻
し
て
き
た
中
で
、
最
後

に
残
さ
れ
て
い
た
の
が
五
重
塔
で
し
た
。

　

五
重
塔
の
再
建
は
、
１
３
３
年
の
長
き
に

渡
る
身
延
山
復
興
事
業
の
総
仕
上
げ
。
ま
さ

に
悲
願
の
大
事
業
で
し
た
。

　

再
建
さ
れ
た
五
重
塔
は
、
高
さ
39
メ
ー
ト

ル
。
身
延
山
中
か
ら
切
り
出
し
た
杉
の
木
を

心
柱
に
使
い
、
材
料
・
工
法
・
意
匠
な
ど
も

含
め
、
初
め
て
建
て
ら
れ
た
江
戸
時
代
初
期

の
姿
で
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

落
慶
式
に
は
、
連
日
全
国
か
ら
多
く
の
信

徒
が
訪
れ
、
法
要
に
参
加
。
僧
侶
の
読
経
に

目
を
閉
じ
、
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

　

５
月
８
日
、
落
慶
法
要
に
先
駆
け
て
、
山

交
タ
ウ
ン
コ
ー
チ
の
五
重
塔
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

五
重
塔
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
朱
色
の
車
体
に

特
殊
加
工
し
た
巨
大
な
五
重
塔
の
写
真
を
は

り
つ
け
、
毛
筆
体
で
力
強
く
「
五
重
塔
」
の

文
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
久
遠
寺
の
仏
殿
前
で
交
通
安
全

祈
願
の
祈
祷
式
が
行
わ
れ
、
列
席
し
た
関
係

者
は
、
そ
の
鮮
や
か
な
色
彩
と
デ
ザ
イ
ン
に

目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

身
延
駅
と
身
延
山
の
間
を
、
２
年
間
ほ
ど

運
行
す
る
予
定
で
す
。

　

境
内
に
設
置
さ
れ
た
特
設
テ
ン
ト
内
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
日
替
わ
り
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
箏
曲
、
ハ
ン
ド
チ
ャ
イ
ム
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、
町
の
文
化
協
会
や
、

身
延
山
合
唱
団
な
ど
、
多
く
の
文
化
サ
ー
ク

ル
が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
米
良
美
一
さ
ん
、

演
歌
歌
手
の
山
本
譲
二
さ
ん
な
ど
、
有
名
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
登
場
し
、
五
重
塔
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　

身
延
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
千
葉
県
鴨
川

市
在
住
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、
加
藤
登
紀
子

さ
ん
も
、
そ
の
美
し
い
歌
声
で
会
場
を
包
み

込
み
ま
し
た
。　

身
延
山
五
重
塔
落
慶

身
延
山
五
重
塔
落
慶

身
延
山
五
重
塔
落
慶

―

１
３
３
年
ぶ
り
の
再
建

―
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